
（別記） 

令和６年度 豊田市地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

豊田市は、大きく平坦地域と中山間地域に分けることができ、南西部を中心とした平坦

地域は水田農業が盛んとなっており、主力は水稲、麦、大豆である。麦の団地化とブロッ

クローテーションが早くから導入され担い手への土地利用集積も進められている。 

一方、北部の中山間地域へと続く丘陵地帯では、もも、なし、かき等の果樹や野菜など

の栽培と水稲栽培が混在して進められており、農地の集積を進めるのが難しい地域である。 

また、管内のほぼ三分の二を占める北部から東部にかけての中山間地域は、200ｍから600

ｍの標高があり、平坦地や谷間に水田が点在し、耕地条件に恵まれない中、水稲栽培のほ

か花き、自然薯などの栽培を行い、水田の持つ多面的機能を発揮するための農地保全に務

めている。 
しかし、農業者の高齢化や後継者不足が深刻な地域においては優良農地の遊休化が問題

となっている。このため、担い手の育成・所得確保の対策が急務となっている。 
 
２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 

南西部を中心とした平坦地域では、これまでに発展してきた麦の団地化とブロックロー

テーションを維持し生産の安定を図る。そのうえで、「きぬあかり」を主体として「ゆめ

あかり」の計画的な作付けに取り組み、実需者の要望に合った生産を実施していく。ま

た、ブロックローテーションに取り組む地域では、麦の後作として引き続き大豆を推進し

ていく。 

 ブロックローテーションを実施していない山間地域の水田においては、豊田市とＪＡあ

いち豊田が連携して野菜・花き等の高収益作物の作付けを推進する。 

また、国・県等の補助事業を活用しコスト削減、品質向上及び収量増加のための高性能

農業用機械やスマート農業の導入に取り組む。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

産地として、平坦地域ではブロックローテーションによる水田の有効利用、山間地域で

は農地の維持・保全という観点から、水稲を組み入れた作付体系を維持していく方針であ

る。水稲を組み入れない作付体系が数年以上定着している水田については、営農計画書や

現地確認により把握している。 

現在、畑作物のみを生産している水田においても、今後、高齢化等により耕作者が不在

となった場合には、大規模法人等の地域の担い手に集積していく必要があるため、次の耕

作者の意向に配慮して畑地化は積極的には推進しない。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

売れる米作りの徹底により米の主産地としての地位を確保する。前年の需要動向や 

集荷業者等の意向を勘案しつつ、需要に応じた米の生産を行う。 

（２）備蓄米 

主食用米と同じ機械、施設で取り組めるため、平成 25 年度から取組を開始した。 

需要に応じて作付面積を維持または拡大していく。 

 



（３）非主食用米 

   ア 飼料用米 イ 米粉用米 

耕作者の作付意向や需要に応じて作付けを検討していく。 

 

   ウ 新市場開拓用米 

     該当なし 

 

   エ WCS 用稲 

地域の実需者との契約に基づき、求められている数量を作付していく。 

 

   オ 加工用米 

地域の実需者との契約に基づき、求められている数量を作付していく。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

ア 小麦 

・団地を維持し収量の確保と高品質生産を今後も続けていくため、産地交付金を 

活用して集団転作における団地面積を維持する。 

・団地化の取組以外について、収量、品質を向上させるため、明渠の実施を推進 

していく。 

 

イ 大豆 

水田をフルに活用するため、麦あとの作付を推進していく。 

 

ウ 飼料作物 

地域の実需者との契約に基づき、求められている数量を作付していく。 

 

（５）そば、なたね 

地域の実需者との契約に基づき、求められている数量を作付していく。 

 

（６）地力増進作物 

 該当なし 

 

（７）高収益作物 

「なす」など地域にあった品目を振興し、販売を目的とするその他野菜類についても 

栽培面積の拡大を推進する。 

花き･花木については、「露地菊」を振興品目とし、栽培面積の拡大を推進する。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1,993.0 0.0 1,918.0 0.0 1,900.0 0.0

0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0

117.2 0.0 39.1 2.6 40.0 0.0

0.0 0.0 0.5 0.0 3.0 0.0

- - - - - -

10.8 0.0 11.9 0.5 15.0 1.0

1.3 0.0 1.0 0.5 1.0 1.0

911.2 2.2 910.0 3.0 950.0 5.0

433.2 420.6 390.0 380.0 440.0 430.0

40.2 12.2 35.3 14.1 40.0 15.0

・子実用とうもろこし 6.8 2.1 10.0 3.7 14.0 5.0

3.5 1.5 5.0 2.0 6.0 2.0

11.4 0.0 13.4 0.4 15.0 1.0

- - - - - -

240.2 4.8 216.9 4.5 220.0 20.0

・野菜 169.9 4.5 152.9 4.4 170.0 5.0

・花き・花木 10.4 0.1 9.5 0.0 10.0 1.0

・果樹 59.9 0.2 54.5 0.1 50.0 0.0

・その他の高収益作物 - - - - - -

- - - - - -

・○○ - - - - - -

- - - - - -

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

（取組面積） （5年度） （8年度）

野菜 29.7ha 35.0ha

花き・花木 3.8ha 6.0ha

合計 33.5ha 41.0ha

（取組面積） （5年度） （8年度）

麦類 794.9ha 810.0ha

（取組面積） （5年度） （8年度）

麦類 110.1ha 130.0ha

（取組面積） （5年度） （8年度）

麦類 1.8ha 5.0ha

大豆 416.2ha 420.0ha

飼料作物 10.5ha 15.0ha

WCS用稲 0.0ha 1.0ha

加工用米 0.0ha 1.0ha

そば 1.5ha 2.0ha

なたね 0.0ha 1.0ha

合計 430.0ha 445.0ha

（取組面積） （5年度） （8年度）

飼料作物 10.6ha 15.0ha

WCS用稲 10.8ha 11.0ha

合計 21.4ha 26.0ha

（取組面積） （5年度） （8年度）

そば 1.8ha 4.0ha

なたね 11.4ha 14.0ha

合計 13.2ha 18.0ha

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。

※　目標期間は３年以内としてください。

6
そば、なたね
（基幹作）

そば、なたねに対する
使途

4

麦類、大豆、飼料作
物、WCS用稲、加工用
米、そば、なたね

（二毛作）

二毛作に対する使途

5
飼料作物、WCS用稲
（基幹作・二毛作）

資源循環に対する使途
（耕畜連携）

2
麦類

（基幹作・二毛作）
麦類の団地化（１ha以
上）に対する使途

3
麦類

（基幹作・二毛作）
麦類の品質向上に対す
る使途

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
野菜、花き・花木

（基幹作）
高収益作物に対する使
途



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名　：愛知県

協議会名：豊田市地域農業再生協議会

1  高収益作物に対する使途 1 8,000 「野菜、花き、花木（別紙のとおり、基幹作）」 収穫した作物は出荷・販売すること　等

2  麦類の団地化（1ha以上）に対する使途（基幹） 1 15,000 麦類（基幹作） 団地化要件、連担要件を満たす者　等

2  麦類の団地化（1ha以上）に対する使途（二毛作） 2 15,000 麦類（二毛作） 団地化要件、連担要件を満たす者　等

3 麦類の品質向上に対する使途（基幹） 1 13,000 麦類（基幹作） 排水対策（明渠排水）を実施すること　等

3 麦類の品質向上に対する使途（二毛作） 2 13,000 麦類（二毛作） 排水対策（明渠排水）を実施すること　等

4  二毛作に対する使途(二毛作） 2 11,000 麦類、大豆、飼料作物、WCS用稲、加工用米、そば、なたね（二毛作） 需要者等と出荷・販売契約を締結していること　等

5 資源循環に対する使途（耕畜連携） 3 5,000 飼料作物、ＷＣＳ用稲（基幹作） 需要者等と出荷・販売契約を締結していること　等

5 資源循環に対する使途（耕畜連携・二毛作） 4 5,000 飼料作物、ＷＣＳ用稲（二毛作） 需要者等と出荷・販売契約を締結していること　等

6 そば、なたねに対する使途 1 20,000 そば、なたね（基幹作） 需要者等と出荷・販売契約を締結していること　等

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してく
ださい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



個票１別紙

対象作物名 一覧

野菜

 　青瓜、いちご、かぼちゃ、キャベツ、きゅうり、さつまいも、さとい
も、スイカ、だいこん、えだまめ、たまねぎ、とうもろこし、トマト、な
す、ニンジン、ねぎ、はくさい、ばれいしょ、れんこん、きくいも、まこも
たけ、じねんじょ、おくら、くろうり、ピーマン、にんにく、カリフラ
ワー、ブロッコリー、ほうれん草、小松菜、しょうが、みょうが、らっきょ
う、にら、わけぎ、苦瓜、春菊、冬瓜、せり、しいたけ、わさび、アスパラ
ガス、とうがらし、ごぼう、山菜類、ミズナ、しそ、レタス、菜の花、フ
キ、その他未成熟豆類、野菜苗、メロン、チンゲンサイ、ズッキーニ、まく
わうり等。

花き・花木 　花き類、花苗、花木類等。


